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・
財
産
の
処
分
に
つ
い
て　

２
件

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　
（
下
釡
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
道
路
築
造

（
そ
の
４
）工
事
）

　
（
釡
大
街
道
線
道
路
新
設（
そ
の
３
）工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
陸
閘
水
門
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
電
源
設
備
工
事
）

　
（
釡
大
街
道
線
道
路
新
設（
そ
の
２
）工
事
）

　
（
23
年
災
長
面
漁
港
海
岸
保
全
施
設
災
害
復
旧（
そ
の
６
）工
事
）

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

委
員
会
提
出
議
案
　
︵
原
案
可
決
︶

・
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
の
一
部
改
正

議
会
案
　
︵
原
案
可
決
︶

・
６
番
黒
須
光
男
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
の
提
出
に

つ
い
て

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月
２
日
か
ら
17

日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
市
長
提
出

議
案
31
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
お
よ
び
議
会

案
１
件
を
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

予

算
　
︵
原
案
可
決
︶

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

条

例
　
︵
原
案
可
決
︶

・
石
巻
市
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
条
例

・
石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

・
石
巻
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
石
巻
市
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

そ
の
他
　
︵
原
案
可
決
︶

・
石
巻
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
震
災
遺
構
）

　
（
石
巻
市
立
釡
保
育
所
）

　
（
石
巻
市
鮎
川
漁
港
漁
船
上
架
施
設
）

　
（
石
巻
市
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
パ
ー
ク
）

　
（
石
巻
市
か
わ
ま
ち
交
流
拠
点
施
設
）

　
（
石
巻
市
営
水
押
住
宅
等
）

　
（
石
巻
市
河
南
室
内
プ
ー
ル
）

第４回定例会

条
例
や
補
正
予
算
な
ど
33
件
を
可
決

第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

�
議
案
と
審
議
結
果

雄勝地区健康づくりパーク

遠藤 宏昭 副議長

大森 秀一 議長
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第４回定例会で可決した議案の中から主な内容を紹介します。

可決した条例から
◆石巻市健康づくりパーク条例

東日本大震災により災害危険区域の指定を受けた被災低平地を活用し、高齢者等の運動や生きがいづくりに
よる健康増進と地域コミュニティの醸成を図ることを目的とした「健康づくりパーク」について、雄勝地区、
北上地区、牡鹿地区において令和４年４月から供用を開始することとなったため、本条例を制定するものです。

可決した補正予算から

一般会計補正予算（第８号）は、持続可能な財政基盤の確立に向け、将来の財政負担を軽減するための
災害公営住宅建設事業債の繰上償還に要する経費のほか、放課後児童クラブの開設、東日本大震災被災
者住宅再建補助金の増額および新型コロナウイルスワクチンの３回目接種に向けた体制整備に要する経
費などの所要額を措置したものです。

一般会計補正予算（第９号）は、国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」に基づき、住民税非
課税世帯等に対して１世帯当たり10万円を給付する「住民税非課税世帯等臨時特別給付金」の給付に要す
る経費のほか、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う米価下落を受け、稲作農家の営農継続に向けた
次期作支援のための補助金交付に要する経費、原油価格高騰対策として、生活困窮世帯への灯油購入費
等給付金や園芸農家及び漁業者への燃料購入費支援に要する経費などを措置したものです。

◆総務費では
・訴訟代理業務委任契約に係る裁判関係費用

・令和４年５月執行予定の石巻市議会議員選挙執行

に要する経費

◆民生費では
・国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」

に基づく、住民税非課税世帯等に対して、１世帯

当たり10万円を給付する「住民税非課税世帯等臨

時特別給付金」

◆衛生費では
・新型コロナワクチンの３回目接種に向けた接種体

制整備に要する経費

◆農林水産業費では
・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う米価下落

を受け、稲作農家の営農継続に向けた次期作支援

のための補助金交付に要する経費

・原油価格高騰に伴う燃料費高騰の影響を受けた園

芸農家に対する燃料購入費用を支援するための補

助金交付に要する経費

・原油価格高騰に伴う船舶燃料高騰の影響を受けた

漁業者に対する船舶燃料の購入費用の一部を支援

するための補助金交付に要する経費

◆商工費では
・中小企業者等事業継続支援金

◆土木費では
・コミュニティ広場（パークゴルフ場）の施設整備

に要する経費

◆消防費では
・消火栓設置工事の事業進捗に伴う石巻地方広域水

道企業団への工事負担金

◆教育費では
・複合文化施設開館１周年記念事業の実施に要する

経費

◆災害復旧費では
・令和３年３月20日発生の宮城県沖を震源とする地

震等に伴う桃生農業者トレーニングセンター等施

設の災害復旧に要する経費

・令和３年２月13日発生の福島県沖を震源とする地

震に伴う桃生地域福祉センター施設の災害復旧に

要する経費

◆公債費では
・災害公営住宅建設事業債の繰上償還金

・災害公営住宅建設事業債を繰上償還する際に発生

する補償金
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12
月
３
日
の
本
会
議
で
、
条
例
や
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
各
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質

疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会

奥山 浩幸 委員長

石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
市
民
同
士
の
意
見
交
換
や
来
訪
者
の

交
流
の
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
中
央

館
閉
館
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

中
央
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
続
し
て
閉

館
後
も
利
活
用
し
て
も
ら
え
る
か
、
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
に
相
談
し
て
い
る
。

石
巻
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
　
　
組
織
の
改
編
に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
制
か

ら
係
制
に
移
行
す
る
利
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
制
で
は
所
属
長
が
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
を
指
名
し
て
い
た
が
、
係
制
で

は
係
長
を
人
事
発
令
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
責

任
の
重
要
性
の
認
識
が
高
ま
り
、事
務
処
理
の
チェッ

ク
機
能
及
び
人
材
育
成
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
本
市
議
会
議
員
が
原
告
と
な
り
、
本

市
が
被
告
と
な
っ
た
裁
判
に
お
け
る
、

最
高
裁
判
所
判
決
等
の
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

市
当
局
と
し
て
も
判
決
結
果
に
つ
い

て
記
者
会
見
を
開
き
、
市
民
に
対
し
説

明
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
、
本
市
が
同一人
物
か
ら
訴

訟
を
起
こ
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

合
併
し
た
平
成
17
年
度
以
降
で
は
、

本
市
議
会
議
員
か
ら
の
訴
訟
の
み
で
あ

り
、
全
５
件
の
う
ち
２
件
の
判
決
が
確
定
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
原
告
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

市
役
所
に
お
け
る
不
当
要
求
や
威
圧

的
な
態
度
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

庁
内
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
推
進
し

て
お
り
、
不
穏
当
な
ビ
ラ
の
配
布
を
注
意

し
た
り
、
好
ま
し
く
な
い
文
書
の
コ
ピ
ー
を
断
っ
た

り
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
職
員
の
メ
ン
タ
ル
に
配

慮
し
な
が
ら
、
全
庁
一丸
と
な
って
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
不
当
要
求
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
災
害
公
営
住
宅
建
設
事
業
債
の
繰
上

償
還
に
伴
う
、
将
来
経
費
の
想
定
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

事
業
債
を
30
年
間
定
時
償
還
す
る
場

合
と
比
べ
、
繰
上
償
還
し
た
場
合
は
、
総

支
払
金
額
が
約
５
億
３
０
０
０
万
円
削
減
さ
れ
、

将
来
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
と
震
災
遺
構

大
川
小
学
校
の
管
理
運
営
に
お
け
る

効
率
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

２
つ
の
遺
構
に
は
、
地
理
的
な
距
離

は
あ
る
も
の
の
、
一
括
し
て
管
理
運
営

す
る
こ
と
で
、
人
員
配
分
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
経
費
の
節
減
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

環
境
教
育
委
員
会阿部 久一 委員長

令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　

ご
み
処
理
費
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

前
年
度
の
施
設
処
理
量
か
ら
、
負
担

金
の
区
分
ご
と
に
、
組
織
市
町
別
に

算
定
し
た
負
担
率
で
算
出
し
て
い
る
が
、
前
年

度
の
決
算
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
し
尿
処
理

施
設
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
負
担
率
は
増
加
し

た
も
の
の
、
全
体
の
経
費
は
減
少
と
な
り
、
ま

た
、
ご
み
焼
却
施
設
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
負

担
率
及
び
全
体
の
経
費
は
い
ず
れ
も
減
少
と

な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
金
は
減
額
と

な
っ
た
。

　
　
　
　
幼
稚
園
保
健
費
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
マ

ス
ク
等
の
消
耗
品
を
購
入
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
費
の
概

要
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

発
掘
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
須

江
瓦
山
地
区
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
建
設
に
伴
い
、
対
象
地
が
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
で
あ
る
須
江
瓦
山
Ａ
窯
跡
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
者
の
委
託
を
受
け
、

埋
蔵
文
化
財
の
記
録
保
存
を
目
的
と
し
た
確
認

調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
事
業
者
側
の
準

備
が
整
わ
ず
、
今
年
度
実
施
で
き
な
い
こ
と
か

ら
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

相
手
方
に
よ
る
各
種
手
続
き
が
順
調
に
行
わ

れ
る
と
い
う
前
提
に
お
い
て
、
現
在
想
定
さ
れ

る
最
も
早
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
３
月

末
ま
で
に
相
手
方
と
協
議
を
進
め
、
５
月
の
初

め
ま
で
に
確
認
調
査
の
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
、
５
月
中
旬
か
ら
６
カ
月
程
度
の
確
認
調
査

を
実
施
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
面
の

発
掘
調
査
を
行
う
か
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
　
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
に
伴
い
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
計
画
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

現
在
、
県
の
環
境
影
響
評
価
手
続
き

が
行
わ
れ
て
お
り
、
準
備
書
に
対
す
る

知
事
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
評
価

書
の
作
成
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
期

及
び
進
捗
状
況
は
、
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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保
健
福
祉
委
員
会

佐藤 雄一 委員長

石
巻
市
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　

渡
波
地
区
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

土
地
の
所
有
者
で
あ
る
林
野
庁
と
土

地
取
得
に
向
け
た
申
請
手
続
き
を
進
め
、

そ
の
後
に
工
事
の
発
注
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
担
当
部
局
と
の
事
前
交
渉
を
進
め
て

お
り
、
令
和
４
年
度
予
算
に
お
い
て
、
土
地
取
得

の
予
算
を
計
上
し
、
正
式
な
土
地
取
得
申
請
手

続
を
令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
被
災
者
住
宅
再
建
補
助
事
業
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク

及
び
原
油
高
に
よ
り
、
資
材
調
達
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
請
期
限
で
あ
る

２
月
15
日
ま
で
の
補
助
金
申
請
が
難
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
る
た
め
、
国
に
対
し
て
、
申
請
期
限
の

１
年
延
長
を
求
め
る
要
望
活
動
を
行
って
い
る
。

　
　
　
　

被
災
者
住
宅
再
建
補
助
事
業
の
現
状

に
伴
う
市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

個
々
の
再
建
状
況
に
応
じ
て
、
丁
寧

に
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
不
安
を
解
消

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
等
業
務
委

託
料
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
に
伴

い
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
集
団
接
種

会
場
の
設
置
及
び
運
営
管
理
な
ど
に
要
す
る
経

費
で
あ
る
。

　
　
　
　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

原
則
と
し
て
２
回
目
の
接
種
か
ら
８

カ
月
を
経
過
し
た
人
に
、
順
次
接
種
券

を
発
送
す
る
。

　
　
　
　

１
・
２
回
目
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
ワ

ク
チ
ン
を
３
回
目
に
接
種
で
き
る
の

か
伺
う
。

　
　
　
　

国
の
方
針
と
し
て
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
と
モ
デ
ル
ナ
社
製

の
ワ
ク
チ
ン
の
併
用
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
希
望
ど
お
り
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

３
回
目
も
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
た

い
方
が
、
予
約
を
先
送
り
し
て
し
ま

い
、
予
約
状
況
が
混
乱
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ま
な
い
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
等
を
周
知
し
て
、
よ
り
接
種
が
進
む
よ
う
、

体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

阿部 浩章 委員長

令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　

農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
委
託
料

の
内
容
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

当
初
は
県
の
計
画
に
基
づ
き
１
７
５

２
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
駆
除
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
１
１
８
９

頭
の
駆
除
を
考
え
て
お
り
、
今
年
度
は
２
９
４

１
頭
を
駆
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
処
理
の
将
来
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

最
近
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
市
外
か
ら
の
流

入
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
連
携

し
た
広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
協
力
金
の
減
額
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

県
か
ら
の
休
業
要
請
等
に
基
づ
い
て
、
県

か
ら
提
供
さ
れ
た
飲
食
業
の
営
業
許
可
を

得
て
い
る
１
２
５
３
店
舗
分
の
15
億
５
３
７
２
万
円

を
予
算
措
置
し
た
が
、
実
績
と
し
て
は
５
７
８
事
業

者
、
６
２
９
店
舗
に
８
億
５
５
４
４
万
円
を
支
給
し

た
た
め
、差
額
の
６
億
９
８
２
８
万
円
を
減
額
し
た
。

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
の
成
長
に
伴
う
移
植
の
時

期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

釜
谷
地
区
は
令
和
４
年
２
月
か
ら
、

二
丁
谷
地
地
区
は
令
和
５
年
２
月
か

ら
移
植
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
が
民
間
に
譲
渡
さ
れ
た
あ

と
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

今
年
度
の
管
理
経
費
は
１
２
６
２
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
10
月
に
民

間
譲
渡
し
た
た
め
、
９
月
ま
で
に
支
出
し
た
委

託
料
の
執
行
残
を
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
事
業
経
営

安
定
化
補
助
金
と
し
て
振
り
替
え
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
栽
培
樹
木
は
無
償
で
貸
し
付
け
て

お
り
、
オ
リ
ー
ブ
を
移
植
し
て
２
、
３
年
は
通

常
の
量
が
収
穫
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
が

安
定
す
る
ま
で
、
市
で
も
継
続
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
急
傾
斜
地
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

国
の
補
助
事
業
で
は
傾
斜
地
の
高
さ
が

10
メ
ー
ト
ル
以
上
、
人
家
が
概
ね
10
戸
以

上
で
あ
り
、
県
単
独
事
業
で
は
傾
斜
地
の
高
さ
が

５
メ
ー
ト
ル
以
上
、人
家
が
概
ね
５
戸
以
上
で
あ
る
。

　
　
　
　
当
該
事
業
の
未
着
手
地
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

半
島
部
に
未
着
手
地
が
４
か
所
あ
る

が
、
指
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
58
年
頃

で
、
現
在
は
人
家
も
な
く
、
県
に
指
定
の
取
り

消
し
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

か
わ
ま
ち
交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管

理
料
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

指
定
管
理
料
は
令
和
元
年
度
が
３
４

４
５
万
円
、
令
和
２
年
度
が
３
３
３
４

万
２
千
円
で
あ
り
、
か
わ
ま
ち
交
流
拠
点
施
設
、

か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、
バ
ス
広
場

お
よ
び
交
通
広
場
の
４
つ
の
施
設
を
管
理
す
る

た
め
の
人
件
費
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
保
守

経
費
な
ど
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
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一 般 質 問 通 告 一 覧
⑬山口　荘一郎　(創生会）
１　ＤＸについて

⑭千葉　眞良　（創生会）
１　（仮称）稲井こども園について
２　12月１日に発生した大門町三丁目の交通事故について
３　人事課題について

⑮後藤　兼位　（創生会）
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について

⑯渡辺　拓朗　（公明会）
１　デジタル化社会について

⑰黒須　光男　（無会派）
１　復興事業における問題点について

⑱青山　久栄　（創生会）
１　児童生徒の健全育成について
２　温暖化のなかの沿岸漁業振興について

⑲星　　雅俊　（創生会）
１　山下地区のまちづくり課題の進捗状況について
２　人口減少・少子高齢化の市行財政運営に対する悪循環

と対策について
３　人口減少・少子高齢化の「まちづくり」の対策について
４　県政150周年記念事業について

⑳櫻田　誠子　（公明会）
１　公共交通について
２　網膜色素変性症等の方への支援について

㉑阿部　正敏　（創生会）
１　第２次石巻市総合計画中間案【概要】全戸配布に対す

る意見について
２　第１章【住民同士の絆・支え合いで安心安全に暮らせ

るまち】について
３　第２章【都市と自然が調和し快適とやすらぎがうまれ

るまち】について
４　第４章【多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるま

ち】について
５　総合支所における地域住民ニーズの把握について

㉒西條　正昭　（創生会）
１　過疎対策について
２　石巻市立小中学校の学力向上対策について
３　北上地区の諸課題について

㉓青木　まりえ　（創生会）
１　毛利コレクションについて
２　香害について
３　サン・ファン・バウティスタ号について

①阿部　浩章　（ニュー石巻）
１　『将来にわたり生きる喜びを持続するまちづくり』に

ついて

②齋藤　澄子　（日本共産党石巻市議団）
１　子ども達の健康を守る立場について
２　ＳＤＧｓ17の目標から「ジェンダー平等を実現しよう」また「気

候変動に具体的な対策を」について
３　湊地区の諸課題について

③森山　行輝　（ニュー石巻）
１　エネルギーに関する当市の対処方について

④水澤　冨士江　（日本共産党石巻市議団）
１　環境保全と再生可能エネルギーについて
２　全世代に利用され、文化を創り出す図書館の実現を
３　プラスチックごみの分別収集について

⑤千葉　正幸　（ニュー石巻）
１　米価下落について
２　帯状疱疹予防ワクチン接種に対する助成措置について
３　市長の政治スタンスについて

⑥佐藤　雄一　（ニュー石巻）
１　学校給食について
２　自治体ＤＸの推進について
３　「旭山桜のみち」について

⑦楯石　光弘　（ニュー石巻）
１　人生100年時代の体力の向上と健康づくり対策について
２　複合施設「遊楽館」周辺の有効活用について
３　魅力的で持続可能な「復興マラソン」について

⑧丹野　　清　（ニュー石巻）
１　生活困窮者自立支援制度について
２　防災対策について
３　渡波地区の諸課題について

⑨鈴木　良広　（公明会）
１　交流人口増加の取り組みについて
２　捕鯨文化と鯨食文化の継承について
３　特殊詐欺被害防止対策について

⑩髙橋　憲悦　（ニュー石巻）
１　移住・定住施策の推進について
２　学校給食に故郷の味、地元食材を取り入れては
３　震災遺構のあり方について
４　市民の視点（心）を大切にした行政運営と本気度が伝

わる行財政改革について

⑪奥山　浩幸　（ニュー石巻）
１　市政運営について
２　石巻市立病院について

⑫阿部　久一　（ニュー石巻）
１　雄勝地区のまちづくりについて
２　水産業の現状と課題について

議員23人が登壇

市政を問う!

一 般 質 問 　第４回定例会の一般質問は、23人の議員が
市政全般にわたり市当局の見解をただしたり、
政策提言を行いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を
紹介します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自ら
が市当局の答弁に基づき、記事の編集を行って
います。
　議論の様子は、録画映像でもご覧になれます。

　本紙面から、各議員の顔写真の下にあるQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、質問を動画で見ることができ
ます。（視聴にかかるデータ通信料金などの費用は、ご本人の負担となります。）

※議員名の前についている番号は、質問順序です。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため本定例会も答弁を含め、1人50分の質問時間となっています。
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一般質問

『
将
来
に
わ
た
り
生
き
る
喜
び
を
持
続
す
る
ま
ち
づ

く
り
』
に
つ
い
て

問　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
・
発
展
さ
せ
る
補

助
制
度
へ
の
積
極
的
導
入
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
17
年
度
よ
り
「
地
域
づ
く
り
基
金
事
業
助
成
金
」

を
交
付
し
て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
極
め
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
拡
充
を
含
め
た
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問　
地
域
に
対
す
る
行
政
職
員
の
参
画
へ
の
考
え
と
現
状
・

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
「
自
治
会
」
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
の
積
極
的
な
参
加

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
会
議
の
場
で
、
市

長
か
ら
市
職
員
の
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
の
協
力
を
お

願
い
し
た
。

問　

漁
業
の
後
継
者
対
策
と
し
て
の
﹁
ぶ
り
基
金
﹂
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答　

議
員
の
御
提
案
の
漁
業
者
の
水
揚
げ
部
分
か
ら
協
力

金
を
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
原
資
を
元
に
、
漁
業
の
後

継
者
育
成
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
作
る
と
い
っ
た
取

組
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
昨
今
の
社

会
情
勢
を
考
慮
し
、
事
業
の
検
討
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、現
状
と
し
て
は
、漁
業
の
担
い
手
支
援
策
で
あ
る
「
水

産
業
担
い
手
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
陸
上
養
殖
事
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

今
年
度
、
ウ
ニ
お
よ
び
ギ
ン
ザ
ケ
稚
魚
の
陸
上
養
殖

に
関
す
る
調
査
お
よ
び
実
証
試
験
を
行
い
、
そ
の
結
果

や
陸
上
養
殖
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
地
元
事
業
者
等
に
周

知
す
る
。
引
き
続
き
、
産
学
官
グ
ル
ー
プ
交
流
会
と
情

報
共
有
し
つ
つ
、
本
市
で
の
陸
上
養
殖
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
達
の
健
康
を
守
る
立
場
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
副
反
応
に
お
い
て
は
、
心
筋
炎
や
心

膜
炎
を
発
症
す
る
要
因
は
わ
か
っ
て
い
な
い
中
、
も
し

発
症
す
れ
ば
子
ど
も
の
小
さ
な
心
臓
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
は
、
と
て
も
心
配
だ
。
安
心
安
全
に
接
種
す
る
方

法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
を
図
り
、
子
ど
も
達
、

保
護
者
へ
の
不
安
解
消
に
努
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
や
副
反
応
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
積

極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
目
標
か
ら「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」に
つ
い
て

問　

全
国
的
に
見
て
も
中
学
校
制
服
選
択
導
入
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
検
討
な
ど
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
４
校
、
制
服
の
選
択
導
入
が
さ
れ
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
１
校
導
入
す
る
。
検
討
を
行
っ
て
い
る
学
校

は
３
校
、
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
学
校
が
５
校
あ
り
、

約
７
割
の
学
校
で
制
服
の
選
択
導
入
、
ま
た
は
検
討
を

し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
桜
坂
高
校
で
も
導
入
す
る
。

湊
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
水
と
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
利
用
す
る
市
民
へ
駐
車
場
の

整
備
を
。
湊
北
地
区
の
未
使
用
地
の
箇
所
数
と
利
活
用
は
。

答　

内
海
橋
東
側
に
整
備
し
て
い
る
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
。

未
使
用
地
20
区
画
、令
和
４
年
１
月
か
ら一般
公
募
を
予
定
。

問　

中
央
地
区
、
湊
地
区
、
一
体
で
の
河
川
堤
防
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
な
い
の
か
。

答　

一
体
的
に
利
活
用
で
き
る
手
法
を
市
と
し
て
も
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
当
市
の
対
処
方
に
つ
い
て

問　

地
域
温
暖
化
に
鑑
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
を
電
気

で
賄
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
当
局
の

対
応
方
、
考
え
方
を
伺
う
。

答　

本
市
と
し
て
も
、
当
然
な
が
ら
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
目
標
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
て
お
り
、
今
後
も
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
に
対
す
る
補
助
事
業
や
普
及

啓
発
事
業
等
を
推
進
し
な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
電
気
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
火
力
発
電
の
燃
料
で
あ
る

化
石
燃
料
の
使
用
が
見
直
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
加
速
さ
れ
る
背
景
で
あ
る
。

　

ア　

当
市
で
設
置
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　

イ　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
︵
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
、

風
力
発
電
︶
に
つ
い
て
、本
市
へ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
実
績

は
、
現
在
１
６
３
施
設
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
は

年
間
約
１
千
ト
ン
と
試
算
。
個
人
や
事
業
者
で
は
４
０

０
６
件
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
は
年
間
１
万
１
１

７
１
ト
ン
と
試
算
。
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
市
へ
の
設
置
」
に
つ
い
て
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
低
平
地
へ
の
企
業
誘

致
は
、
国
の
動
向
等
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

阿部　浩章
議員

ニュー石巻

齋藤　澄子
議員

日本共産党
石巻市議団

森山　行輝
議員

ニュー石巻



8

一般質問

環
境
保
全
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

問　
須
江
地
区
に
建
設
予
定
の
輸
入
燃
料
火
力
発
電
所
に
つ

い
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
象
燃
料
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
出
資
者

は
決
ま
っ
て
い
る
か
。
持
続
可
能
な
事
業
か
疑
問
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
も
延
期
に
な
り
、
慎
重
に
判
断
す

べ
き
。

答　

工
業
専
用
地
域
に
立
地
す
る
も
の
で
な
く
、
市
の
企
業

誘
致
助
成
対
象
に
な
ら
な
い
。
出
資
者
の
情
報
は
な
い
。
発

掘
調
査
は
５
５
０
０
㎡
の
樹
木
伐
採
が
必
要
。
深
さ
50㎝
、

幅
２ｍ
、
56
本
総
延
長
２
７
５
０ｍ
の
ト
レ
ン
チ
を
重
機
で
掘

削
。
調
査
期
間
は
６
カ
月
を
見
込
む
。

問　
風
力
発
電
に
つ
い
て
、
高
さ
１
３
０ｍ
の
６
基
が
既
設
。

新
た
に
稲
井
、
女
川
町
境
に
２
事
業
者
、
高
さ
１
５
０ｍ

～
１
８
０ｍ
の
28
基
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
残
土

問
題
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
、
絶
滅
危
惧
種
イ
ヌ
ワ
シ
の
生

息
地
で
あ
る
事
な
ど
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
規

模
な
も
の
で
な
く
、
小
規
模
・
分
散
・
地
産
地
消
で
あ
る

べ
き
。

答　

同
一地
域
へ
重
複
す
る
事
業
計
画
の
調
整
を
求
め
て
い
る
。

全
世
代
に
利
用
さ
れ
る
図
書
館
の
実
現
を

問　
図
書
購
入
費
の
県
内
自
治
体
比
は
。

答　

県
内
平
均
１
５
５
・
１
円
に
対
し
、
本
市
は
87
・
９
円
と

下
回
る
。
市
民
が
誇
れ
、
愛
さ
れ
る
図
書
館
は
、
教
育
の

た
め
に
も
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

問　
分
別
回
収
の
開
始
時
期
は
。

答　
「
資
源
循
環
法
」
が
令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

開
始
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
開
始
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

米
価
下
落
に
つ
い
て

問　
米
価
下
落
に
よ
り
10
ア
ー
ル
当
り
４
千
円
の
生
産
者
支

援
は
、
農
業
地
帯
の
登
米
市
・
大
崎
市
と
肩
を
並
べ
た
。

今
後
も
米
の
消
費
が
減
少
し
、
水
田
の
半
分
を
減
反
す
る

日
も
遠
く
な
い
と
思
う
が
、
市
が
行
っ
た
オ
リ
ー
ブ
実
証

実
験
の
よ
う
に
、
農
業
法
人
や
生
産
組
織
が
自
ら
新
し
い

作
物
へ
の
転
換
に
取
り
組
む
実
証
実
験
に
対
し
補
助
金
を

交
付
出
来
な
い
か
。

答　

新
た
な
転
作
作
物
の
展
開
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
研

究
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

問　
帯
状
疱
疹
は
日
本
人
の
９
割
が
保
菌
者
で
、
50
～
80
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
し
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
及

ぼ
す
。
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
は
４
万
円
も
の
高
額
な

の
で
、
助
成
で
き
な
い
か
。

答　

国
で
定
期
予
防
接
種
化
を
検
討
し
て
お
り
、
他
自
治
体

の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が
ら
国
に
要
望
す
る
。

市
長
の
政
治
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て

問　
市
長
は
、
衆
議
院
選
挙
で
は
自
民
党
籍
の
政
治
ス
タ
ン

ス
と
違
っ
た
。
現
在
所
属
し
て
い
る
政
党
は
。

答　

石
巻
市
長
選
挙
を
機
に
無
所
属
と
な
っ
た
。

問　
石
巻
市
が
行
う
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
の
手
法
は
。

答　

本
県
選
出
の
国
会
議
員
に
依
頼
し
、
各
省
庁
と
の
調
整

等
を
行
って
お
り
、
長
年
の
政
治
経
験
で
培
っ
た
国
・
県
と
の

パ
イ
プ
を
活
用
し
効
果
的
な
要
望
活
動
を
行
って
い
く
。

問　
周
り
に
は
県
会
議
員
か
ら
首
長
に
な
っ
た
方
が
多
く
、
中

央
と
の
パ
イ
プ
を
活
か
し
特
徴
あ
る
政
治
を
行
っ
て
い
る
。

第
二
県
都
石
巻
市
の
発
展
と
公
約
に
掲
げ
た
桃
生
産
業
団

地
の
形
成
も
含
め
、
齋
藤
市
長
の
政
治
手
腕
に
期
待
す
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問　

河
南
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
震
や
ト
ラ
ブ
ル
の
影

響
で
こ
の
１
年
に
何
度
か
お
か
ず
の
提
供
が
停
止
し
た
。

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
セ
ン
タ
ー
内
に
緊
急
用
の
レ
ト
ル
ト
食
品
を
配
備
す
る
。

問　
他
の
自
治
体
と
比
べ
る
と
石
巻
の
給
食
費
は
安
い
。
栄

養
は
十
分
な
の
か
。

答　

文
部
科
学
省
の
基
準
に
お
い
て
、
13
項
目
中
、
小
学
校
で

６
項
目
、
中
学
校
で
９
項
目
の
基
準
が
未
達
成
で
あ
る
。

問　
オ
ー
ガ
ニッ
ク
給
食
に
つ
い
て
、
伺
う
。 

答　

市
内
の
給
食
で
使
用
す
る
米
は
、
化
学
肥
料
と
農
薬
の

使
用
量
を
半
分
以
下
に
抑
え
た
石
巻
産
「
環
境
保
全
米
」

を
令
和
２
年
11
月
か
ら
使
って
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

本
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
手
順
書
」

に
基
づ
き
、
実
現
化
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。
今
後
、「
石

巻
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
」
を
策
定
す
る
。

「
旭
山
桜
の
み
ち
」
に
つ
い
て

問　
９
月
議
会
で
、
旭
山
周
辺
を
宮
城
オ
ル
レ
に
と
い
う
話

が
あ
っ
た
が
、
地
元
で
は
反
対
の
意
見
が
あ
る
。
不
要
で

あ
る
し
実
現
も
難
し
い
の
で
は
。

答　

多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

問　
前
谷
地
駅
か
ら
旭
山
ま
で
は
﹁
旭
山
桜
の
み
ち
﹂
と
し

て
ル
ー
ト
が
設
定
し
て
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

歩
道
の
草
刈
り
や
標
識
等
の
点
検
な
ど
の
管
理
を
行
って

い
る
。
コ
ー
ス
の
周
知
な
ど
県
と
協
議
し
て
進
め
る
。

水澤冨士江
議員

日本共産党
石巻市議団

千葉　正幸
議員

ニュー石巻

佐藤　雄一
議員

ニュー石巻
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一般質問

丹野　　清
議員

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
つ
い
て

問　
市
が
行
う
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
各
種
支

援
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

関
係
機
関
や
支
援
団
体
と
連
携
し
、
包
括
的
な
相
談
支

援
を
行
い
な
が
ら
問
題
解
決
に
あ
た
る
「
自
立
相
談
支
援

事
業
」
と
離
職
等
に
よ
り
住
宅
を
失
う
も
し
く
は
失
う
お

そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
、
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
額

に
相
当
す
る
家
賃
額
を
原
則
３
カ
月
間
支
給
す
る
「
住
居

確
保
給
付
金
事
業
」
の
２
つ
の
事
業
を
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。　

　
　

ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
等
に
対

し
、
学
習
支
援
や
日
常
的
な
生
活
習
慣
、
居
場
所
づ
く
り
、

高
校
進
学
者
の
中
退
防
止
、
高
校
中
退
者
等
に
対
す
る
社

会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
等
を
実
施
す
る
「
生
活
困
窮
世

帯
の
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
を
平
成
28
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

渡
波
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
渡
波
支
所
、渡
波
公
民
館
の
改
築
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
建
物
は
、
昭
和
57
年
に
庁
舎
と
公
民
館
の
複
合
施
設

と
し
て
建
設
し
、
築
39
年
が
経
過
し
て
い
る
。
随
時
、
修

繕
等
適
切
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
な
が
ら
も
、
将
来
的
な

改
築
を
視
野
に
入
れ
、
駐
車
場
の
確
保
や
施
設
の
構
造
・

配
置
、
建
設
場
所
も
含
め
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

問　

雨
水
対
策
に
お
け
る
渡
波
地
区
の
仮
設
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

渡
波
地
区
に
お
い
て
は
、
渡
波
町
三
丁
目
、
赤
堀
な
ど
に

仮
設
ポ
ン
プ
を
16
基
設
置
し
て
お
り
、
渡
波
排
水
ポ
ン
プ
場

が
完
成
す
る
ま
で
、
大
雨
に
備
え
て
対
応
し
て
い
る
。

交
流
人
口
増
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
の
誘
客
に
つ
い
て

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

周
辺
で
も
観
光
を
楽
し
め
る
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。
目

の
前
に
海
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
﹁
海
上
釣
り
堀
﹂

を
開
設
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

答　

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
に
つ
い
て
は
県
の
施
設
と
な
る
た
め
、
ご

提
案
内
容
を
情
報
提
供
し
、
連
携
し
て
誘
客
に
努
め
る
。

捕
鯨
文
化
と
鯨
食
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
い
て
﹁
全
国
鯨
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
石
巻
﹂

が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
が
誇
る
捕
鯨
文
化
を
さ
ら
に
広
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答　

全
国
か
ら
２
６
４
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、全
国
に
ア
ピ
ー

ル
出
来
た
。
関
連
行
事
と
し
て「
石
巻
く
じ
ら
フェア
」や「
く

じ
ら
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
等
の
イ
ベン
ト
を
実
施
。「
石
巻
く

じ
ら
振
興
協
議
会
」
と
も
連
携
し
、
本
市
の
捕
鯨
文
化
を

継
承
し
て
い
く
た
め
の
事
業
を
行
って
い
く
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
特
殊
詐
欺
電
話
撃
退
装
置
購
入
補
助
金
の
申
請
が
す
で

に
終
了
し
て
い
る
。
被
害
の
多
い
今
こ
そ
補
助
金
の
申
請

が
出
来
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
既

に
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
予
算
の
拡
充
を
要

望
し
た
。
本
市
と
し
て
は
、
市
報
や
チ
ラ
シ
・
ラ
ジ
オ
等
に

よ
り
注
意
喚
起
を
引
き
続
き
行
う
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
体
力
の
向
上
と
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力

も
防
衛
体
力
。
子
供
の
体
力
が
全
国
的
長
期
的
に
低
下
。

本
市
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

小
中
と
も
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
肥
満
傾
向
が

高
い
の
で
、
家
庭
と
連
携
し
通
学
や
業
間
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
、

改
善
努
力
し
た
い
。

問　
健
康
と
健
康
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

健
康
と
は
、
肉
体
的
精
神
的
及
び
社
会
的
に
良
好
な
状

態
。
本
市
は
が
ん
・
心
疾
患
な
ど
極
め
て
厳
し
く
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
悪
化
が
懸
念
。

問　
本
市
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
市
民
の
主
体
性
が
発

揮
さ
れ
ず
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答　

費
用
対
効
果
等
、
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

複
合
施
設
「
遊
楽
館
」
周
辺
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
本
市
は
海
山
等
広
大
な
面
積
、
今
あ
る
施
設
を
利
活
用

し
て
キ
ャ
ン
プ
場
の
要
望
が
あ
る
が
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
の
高
ま
り
は
認
識
、
慎
重
か
つ
多
面
的

に
調
査
研
究
を
行
う
。

魅
力
的
で
持
続
可
能
な
「
復
興
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い
て

問　
参
加
人
数
が
低
迷
、
今
後
の
対
策
は
。

答　

復
興
か
ら
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
、
要
望
の
多
い
沿
岸
部
への

コ
ー
ス
変
更
を
準
備
。

問　
本
市
の
大
き
な
課
題
、
健
康
と
感
謝
を
目
的
と
し
、
大

会
名
は
、
世
界
共
通
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
か
ら
、
い
し
の
ま
き
復

興
健
康
マ
ラ
ソ
ン
へ
。
子
供
と
女
性
の
参
加
を
大
い
に
促

し
、
参
加
賞
・
賞
品
も
地
場
産
品
を
、
多
様
な
団
体
様
の

協
力
を
頂
き
、
石
巻
の
総
力
を
挙
げ
た
大
会
を
提
案
す
る
。

答　

収
支
予
算
案
を
立
て
実
行
委
員
会
に
諮
り
検
討
す
る
。

楯石　光弘
議員

ニュー石巻

ニュー石巻

鈴木　良広
議員

公明会
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一般質問
問　
移
住
・
定
住
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
。

答　

総
合
的
な
窓
口
設
置
の
ほ
か
、
お
試
し
移
住
体
験
や
移

住
に
伴
う
住
宅
取
得
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
実
施
。
お

試
し
移
住
体
験
の
宿
泊
料
な
ど
充
実
策
を
検
討
。

問　
学
校
給
食
に
故
郷
の
味
、地
元
食
材
を
取
り
入
れ
て
は
。

答　

学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
る
食
材
は
、
米
は
す
べ
て

石
巻
産
ひ
と
め
ぼ
れ
一
等
米
を
は
じ
め
、
食
材
は
宮
城

産
44
・
４
％
の
う
ち
石
巻
産
が
15
・
９
％
を
使
用
。
今

後
も
積
極
的
に
地
場
産
品
を
取
り
入
れ
た
い
。
そ
の
課

題
と
し
て
、
衛
生
基
準
、
価
格
や
数
量
の
確
保
、
安
定

的
な
納
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

震
災
遺
構
の
あ
り
方
。
門
脇
小
、
大
川
小
の
遺
構
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
伝
承
を
含
め
た
今
後
の
展
開
は
。

答　

門
脇
小
は
津
波
と
火
災
の
痕
跡
、
大
川
小
は
慰
霊
・
追

悼
の
場
で
学
校
に
お
け
る
事
前
防
災
と
避
難
の
重
要
性

を
伝
え
る
。
特
に
、大
川
小
に
つ
い
て
は
、今
後
も
展
示
・

企
画
等
に
つ
い
て
地
元
の
要
望
を
踏
え
、「
来
て
良
か
っ

た
」
と
思
わ
れ
る
施
設
に
し
た
い
。
指
定
管
理
は
行
う
も

の
の
、指
定
後
に
つ
い
て
も
、積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
。

問　

市
民
の
視
点
・
心
を
大
切
に
し
た
行
政
運
営
と
本
気

度
が
伝
わ
る
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
の
市
民
の
心
に
沿
っ
た
行
政
運
営

に
取
り
組
み
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に
職
員
一
丸
と
な
っ

て
対
応
す
る
。
将
来
の
危
機
的
な
財
政
問
題
を
現
時
点

か
ら
対
応
策
を
考
え
る
。
博
物
館
開
館
に
寄
贈
い
た
だ

い
た
方
々
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
広
聴
事
業
を
強
化
し
、
継
続
し
て
実
施
す
れ
ば
市
政
に

対
す
る
意
見
や
要
望
、
提
言
な
ど
は
多
数
と
な
り
、
財
源

措
置
の
た
め
未
処
理
案
件
や
継
続
案
件
が
増
加
す
る
懸
念

が
あ
る
。
公
平
迅
速
か
つ
適
切
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
、

市
政
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
地

域
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
回
答
が
返
っ
て
こ
な
い
事
例
が

あ
り
、
区
長
さ
ん
方
か
ら
漏
れ
伝
わ
っ
て
く
る
。
返
答
期

日
を
明
確
に
す
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、

﹁
要
望
等
の
処
理
規
定
﹂
や
﹁
要
望
等
記
録
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
を
制
定
し
、
管
理
方
法
の
改
善
が
必
要
で
は
。

答　

す
ぐ
出
来
る
も
の
、
時
間
を
要
す
る
も
の
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
２
週
間
以
内
の
返
答

と
し
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
進
め
る
。

石
巻
市
立
病
院
に
つ
い
て

問　
産
科
・
小
児
科
の
開
設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
努
力
す
る
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
市

民
の
期
待
感
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
開
院
し
て
か
ら
の

５
年
で
、周
り
の
環
境
や
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
市
民
を
迷
わ
せ
る
こ
と
な
く
今
後

の
方
向
性
を
き
ち
ん
と
示
す
べ
き
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

産
科
医
が
減
少
し
て
お
り
医
師
確
保
が
困
難
な
状
況
。

出
生
者
数
の
減
少
は
避
け
て
通
れ
な
い
現
状
で
あ
り
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
石
巻
赤
十
字
病
院
で
行
っ
て
い
る
産
科
セ

ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
（
分
娩
と
健
診
の
役
割
分
担
）
で
対

応
し
、
機
能
を
充
実
し
て
い
く
。

雄
勝
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
12
月
１
日
朝
９
時
頃
か
ら
夜
の
９
時
頃
ま
で
雄
勝
半
島

部
で
携
帯
電
話
通
信
障
害
が
発
生
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
の
中
に
は
そ
れ
を
頼
り
に
生
活
し
て
い
る
方
も

い
る
。
ま
た
、
急
病
人
の
救
助
活
動
に
も
遅
れ
を
来
す
事

か
ら
、
携
帯
電
話
会
社
と
行
政
が
連
携
し
て
、
防
災
無
線

や
地
区
の
放
送
で
住
民
に
知
ら
せ
る
訓
練
な
ど
も
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

通
信
障
害
時
に
お
け
る
事
業
者
等
と
の
情
報
共
有
を
初

め
、
連
絡
体
制
の
在
り
方
や
市
民
へ
の
周
知
方
法
等
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

問　
道
の
駅
﹁
硯
上
の
里
お
が
つ
﹂
は
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
な
い
日
は
人
通
り
が
少
な
い
。
行
政
と
し
て
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

道
の
駅
連
絡
会
等
の
組
織
を
有
効
活
用
し
、
交
流
物
産

店
の
開
催
や
新
た
な
南
三
陸
道
の
駅
ル
ー
ト
化
を
図
る
等
、

ま
た
、
地
区
内
周
遊
コ
ー
ス
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

水
産
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問　

年
々
漁
業
就
業
者
や
水
揚
げ
高
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
い
か
に
し
て
水
産
振
興
を
図
る
の
か
。

答　
「
水
産
業
担
い
手
事
業
」
に
よ
る
国
内
の
若
者
の
確
保
や
、

「
外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
事
業
」
に
よ
る
乗
組

員
不
足
の
解
消
を
図
って
い
る
。
ま
た
、
磯
焼
け
対
策
と
し

て
「
藻
場
造
成
事
業
」
や
「
海
ご
み
対
策
事
業
」
に
よ
る

漁
場
環
境
の
整
備
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ケ
の
種
苗
放
流
に
よ
る
資

源
量
の
確
保
の
他
、「
陸
上
養
殖
実
証
事
業
」「
未
利
用
魚

の
活
用
検
討
」
等
の
事
業
に
よ
り
新
た
な
資
源
の
可
能
性
に

つい
て
も
模
索
し
て
い
る
。

髙橋　憲悦
議員

ニュー石巻

奥山　浩幸
議員

ニュー石巻

阿部　久一
議員

ニュー石巻
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一般質問

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

問　
﹁
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
﹂
﹁
シ
ス
テ
ム
標
準
化
﹂

は
国
の
指
定
す
る
期
限
に
間
に
合
う
の
か
。

答　

仕
様
書
が
ま
だ
全
て
揃
っ
て
い
な
い
が
、
来
た
順
番
に
各

担
当
部
署
と
調
整
し
始
め
て
い
る
。
か
な
り
厳
し
い
日
程
で

は
あ
る
が
、
推
進
本
部
体
制
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の

担
当
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
が
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
役

割
を
分
担
し
な
が
ら
期
限
に
間
に
合
わ
せ
て
い
く
。

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
︵
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
切
替
に
合
わ
せ
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
目
線
で
の
業
務
見
直
し
︶
で
は
、
一
部
の

職
場
で
﹁
業
務
を
改
善
し
、
効
率
化
し
よ
う
と
す
る
意
識

に
欠
け
る
発
言
も
見
受
け
ら
れ
た
。﹂
と
記
載
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
職
員
の
意
識
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
壁
や
行
政
コ

ス
ト
の
敵
に
な
ら
な
い
か
。

答　

市
民
に
寄
り
添
って
い
な
い
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
寄
り
添

う
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
職
員
の
研
修
も
含
め
て
推
進
体

制
を
構
築
し
、
副
市
長
が
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
責
任
者
）
と
し

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問　
国
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
必
要
性
と
外
部
人
材
の
積
極

的
活
用
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
石
巻
の
検
討
状
況
は

い
か
が
か
。

答　

職
員
の
業
務
改
善
に
対
す
る
意
識
や
庁
内
連
携
に
対
す

る
認
識
を
十
分
に
深
め
た
う
え
で
な
け
れ
ば
、
外
部
人
材

の
活
用
は
ま
だ
先
の
段
階
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
市
役
所

内
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た
優
秀
な
人
材
が
お
り
、
外
部
の
視

点
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
宮
城
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
地
域

情
報
化
推
進
参
与
の
活
用
を
考
え
て
い
く
。

（
仮
称
）
稲
井
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
事
業
の
概
要
を
本
年
６
月
に
稲
井
地
区
区
長
定
例
会

で
、
９
月
に
井
内
保
育
所
保
護
者
会
役
員
及
び
公
立
保
育

施
設
の
所
長
に
対
し
て
、
10
月
に
は
、
石
巻
市
職
員
労
働

組
合
や
幼
稚
園
及
び
保
育
施
設
の
職
員
へ
の
説
明
を
経
て
、

井
内
保
育
所
、
稲
井
幼
稚
園
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
行
って
い
る
。

問　

子
ど
も
保
育
課
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

井
内
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の

21
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
17
世
帯
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。
保
護
者
の
現
時
点
の
考
え
は
「
環
境
が
変
わ

る
こ
と
で
の
子
ど
も
へ
の
影
響
」
を
は
じ
め
「
職
場
か
ら
離

れ
る
た
め
」
や
「
保
育
の
質
・
内
容
に
不
安
が
あ
る
」
と
い

う
理
由
か
ら
、
修
了
す
る
ま
で
井
内
保
育
所
を
利
用
し
た

い
と
い
う
意
見
が
15
世
帯
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
「
子
ど
も
へ
の
影
響
」「
保
護
者
の
不
安
」
を
解
消
す
る

た
め
今
後
も
丁
寧
な
説
明
を
行
って
い
く
。

12
月
１
日
に
発
生
し
た
大
門
町
三
丁
目
の
交
通
事
故
に
つ
い
て

問　
湊
東
地
区
区
画
整
理
実
施
に
伴
う
、
交
通
規
制
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

地
区
内
の
交
差
点
の
形
状
及
び
路
面
表
示
等
の
交
通
規

制
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
公
安
委
員
会
や
警
察
と
協
議

を
重
ね
、
そ
の
意
見
に
基
づ
き
整
備
を
行
って
い
く
。
し
か

し
今
回
の
事
故
発
生
箇
所
の
よ
う
に
、
事
故
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
箇
所
は
、
公
安
委
員
会
へ
の
要
望
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題

問　
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
前
倒
し
の
課
題
は
。

答　

当
初
８
カ
月
を
基
準
に
計
画
を
組
ん
で
い
る
。
諸
々
の

準
備
に
影
響
が
出
る
の
で
各
関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
。

３
回
目
の
接
種
で
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
と
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク

チ
ン
を
併
用
す
る
。
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
子
供
への
接
種

も
検
討
す
る
。

問　

多
く
の
市
民
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
を
接
種
し
て
い
る
が

希
望
通
り
選
択
が
可
能
か
。

答　

国
の
３
回
目
接
種
配
分
計
画
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
約
６
割
、

モ
デ
ル
ナ
約
４
割
の
供
給
割
合
と
な
る
。
全
員
が
希
望
通
り

に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

問　
市
民
が
希
望
通
り
接
種
で
き
る
よ
う
に
努
力
せ
よ
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
を
図
れ
。

答　

新
生
児
の
訪
問
事
業
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
事
業
、
保
育
施
設
等
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
少
子

化
対
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
本
年
９
月
よ
り
開
始

し
た
育
児
ヘル
パ
ー
事
業
が
好
評
を
得
て
い
る
。

問　

特
別
保
育
事
業
で
あ
る一
時
保
育
、
延
長
保
育
、
夜
間

保
育
、
休
日
保
育
、
病
後
児
保
育
、
障
害
児
保
育
の
充
実

を
図
れ
。

答　

公
立
保
育
施
設
の
再
編
状
況
を
踏
ま
え
、
民
間
事
業
者

の
公
募
の
際
の
要
件
に
含
め
る
等
保
育
需
要
に
即
し
た
施
策

の
実
施
を
検
討
す
る
。

問　
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を
図
れ
。

答　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー「
ら
いつ
」の
ほ
か
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

放
課
後
子
供
教
室
、
移
動
型
プ
レ
ー
パ
ー
ク
、
子
供
食
堂
等

を
含
め
た
多
様
な
形
態
で
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

山口荘一郎
議員

創生会

千葉　眞良
議員

創生会

後藤　兼位
議員

創生会
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デ
ジ
タ
ル
化
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
社
会
に
つ
い
て

問　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
企
業
格
差
は
、
将
来
の
本
市
の
歳
入

減
に
つ
な
が
る
。
専
修
大
学
と
の
連
携
を
含
め
た
企
業
格

差
の
是
正
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

産
業
創
造
助
成
金
や
県
が
実
施
す
る
Ｉ
Ｔ
業
務
改
善
訓

練
の
周
知
を
図
る
。企
業
側
が
Ｄ
Ｘ
推
進
に
求
め
る
も
の
を
、

専
修
大
の
知
見
と
併
せ
て
特
化
し
た
形
で
、
産
学
官
グ
ル
ー

プ
交
流
会
で
協
議
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
は
、
全
国
の
平

均
よ
り
10
％
低
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
向
上

に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
推
進
時
に
、
高
齢
者
の
取

得
率
向
上
の
為
に
、
一
層
の
分
か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明

が
必
須
と
考
え
る
。
窓
口
強
化
を
含
め
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

答　

手
続
き
に
つい
て
、
市
民
か
ら
誤
解
を
招
か
な
い
周
知
を

図
り
、
カ
ー
ド
普
及
を
目
指
し
た
啓
発
活
動
と
高
齢
者
の

為
に
、
窓
口
の
更
な
る
整
備
と
組
織
横
断
型
の
体
制
で
挑

む
。

問　
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
は
、
あ
く
ま
で
中
立
的
な
手
段
で
あ

り
、
善
で
も
悪
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
技
術
を
う
ま

く
使
い
こ
な
す
だ
け
の
倫
理
を
、
私
た
ち
は
ま
だ
手
に
し

て
い
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
の
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
に
む
け
、
科
学
技
術
と
教
育
の
調
和
を

図
る
倫
理
条
例
を
制
定
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
で
、
子
供
を
囲
む
環
境
は
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
る
。
条
例
に
関
し
て
は
、
権
利
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
、
関
係
機
関
と
十
分
な
時
間
を
か
け
慎
重
な
議

論
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

半
島
復
興
事
業
の
問
題
点
に
つ
い
て

問　
日
大
の
不
祥
事
に
絡
む
金
の
流
れ
は
田
中
理
事
長
の
所

得
税
法
違
反
で
工
事
の
設
計
監
理
業
務
発
注
で
設
計
金
額

が
増
額
さ
れ
そ
の
金
が
還
流
さ
れ
て
い
る
と
マ
ス
コ
ミ
が

報
じ
て
い
ま
す
。
当
市
も
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
で
国

の
助
成
金
が
１
兆
２
千
億
円
に
も
達
し
何
も
か
も
狂
い
始

め
た
の
で
す
。
第
32
号
議
案
で
17
億
８
２
０
０
万
円
は
４

カ
所
の
工
事
で
増
額
す
る
と
説
明
し
て
い
る
が
現
地
調
査

で
１
カ
所
は
完
了
し
て
お
り
、
３
カ
所
は
８
割
以
上
施
工

済
で
あ
っ
た
。
３
月
16
日
の
本
会
議
で
半
島
復
興
事
業
部

長
は
事
前
着
工
を
認
め
て
い
る
。

答　

28
地
区
の
増
減
と
残
土
置
場
の
整
備
で
４
地
区
は
そ
の一

部
で
そ
れ
を
確
認
し
た
と
理
解
す
る
。

問　
設
計
は
88
億
円
で
驚
く
べ
き
高
額
で
あ
る
。
設
計
業
者

に
湊
東
地
区
復
興
市
営
住
宅
の
地
質
調
査
を
し
た
業
者
も

入
っ
て
お
り
市
長
が
就
職
紹
介
し
た
者
が
勤
務
し
て
い
る

人
事
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

派
遣
職
員
で
参
与
の
職
員
は
県
・
Ｕ
Ｒ
・
市
と
の
協
定
に

基
づ
き
来
て
い
る
。

問　
委
託
工
事
の
検
査
書
を
精
査
し
た
。
検
査
は
工
事
検
査

規
程
に
基
づ
か
な
い
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
工
事
検
査
規

程
に
抵
触
す
る
。

答　
一体
的
業
務
の
委
託
で
あ
り
担
当
課
長
が
工
事
検
査
を
経

て
包
括
し
た
形
で
支
払
い
の
た
め
の
確
認
を
行
っ
た
復
命
書

で
あ
る
。

問　

工
事
検
査
室
長
は一
体
的
工
事
の
検
査
は
半
島
復
興
事

業
部
が
工
事
検
査
す
る
と
決
め
た
と
話
し
て
い
る
が
協
議

書
が
な
い
。
こ
の
た
め
12
月
14
日
仙
台
地
検
に
告
発
し
た
。

答　
Ｃ
Ｍ
業
務
な
の
で
担
当
課
長
が
決
裁
し
て
い
る
。

問　
本
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
、
体
力
と
も
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
久
し
い
。
対
応
を
伺
う
。

答　

学
力
向
上
の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
授
業

数
改
善
を
図
って
い
く
。
ま
た
、
休
み
時
間
を
利
用
し
た
ト

レ
ー
ニン
グ
も
実
施
し
て
い
く
。

問　

来
年
度
か
ら
給
食
費
の
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
な
か
、
あ
ま
り

に
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
。
実
施
時
期
を
延
ば
せ
な
い
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
栄
養
摂
取
を
優
先
し
た
い
。

問　
気
象
温
暖
化
の
な
か
、
沿
岸
漁
業
、
養
殖
業
が
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
磯
焼
け
対
策
や
、
稚
魚
、
稚
貝
の
放

流
事
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

宮
城
県
が
策
定
し
た
「
藻
場
ビ
ジ
ョン
」
に
お
い
て
、
海

藻
が
定
着
し
や
す
い
形
状
の
ブ
ロッ
ク
を
計
画
的
に
設
置
し
て

い
く
。
鮭
の
不
漁
で
種
卵
の
確
保
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が

何
と
か
し
た
い
。
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
放
流
事
業

を
行
う
。

問　
港
湾
を
利
用
し
た
畜
養
、
養
殖
が
で
き
な
い
か
。

答　

国
の
政
策
に
お
い
て
も
、
静
水
域
で
の
増
養
殖
、
漁
港
レ

ス
ト
ラ
ン
や
直
売
施
設
な
ど
有
効
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
事
業
者
か
ら
の
希
望
が
あ
れ
ば
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
。

問　
陸
上
養
殖
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
産
学
官

の
試
験
、
研
究
の
継
続
と
と
も
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企

業
の
誘
致
が
で
き
な
い
か
。

答　

陸
上
養
殖
は
水
産
加
工
業
者
の
安
定
し
た
原
魚
の
確
保

や
産
業
振
興
に
も
繋
が
る
の
で
、
低
平
地
を
利
用
し
た
企

業
誘
致
を
促
進
し
た
い
。

渡辺　拓朗
議員

公明会

黒須　光男
議員

無会派

青山　久栄
議員

創生会
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問　
女
川
原
発
避
難
計
画
立
案
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
県
道
石
巻
鮎
川
線
整
備
計
画
の
具
体
的
な
整
備
計
画

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
側
に
先
月
16
日
宮
城
県
知
事
、
女
川
町
長
と
共
に
早

期
整
備
に
向
け
た
予
算
の
確
保
や
財
政
措
置
に
つい
て
改
め

て
要
望
し
、
先
月
25
日
に
は
宮
城
県
知
事
に
対
し
県
道
石

巻
鮎
川
線
桃
浦
か
ら
小
積
浜
間
の
計
画
検
討
を
含
め
た
道

路
整
備
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
月
11
日

に
は
山
口
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
県
道
石
巻
鮎
川
線
他

を
現
地
調
査
し
、
地
元
住
民
の
思
い
を
伝
え
必
要
性
を
強

く
認
識
し
て
も
ら
っ
た
。

問　
や
っ
と
全
容
が
見
え
始
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い

踏
み
込
ん
だ
答
弁
を
頂
い
た
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

答　

更
に
風
越
３
期
桃
浦
浜
ま
で
の
具
体
的
な
設
計
を
お
示

し
し
、
桃
浦
浜
か
ら
小
積
浜
ま
で
の
具
体
的
な
設
計
を
順

次
、
示
し
て
い
く
。

問　
大
原
小
学
校
か
ら
県
道
石
巻
鮎
川
線
取
付
避
難
道
整
備

の
経
緯
経
過
に
つ
い
て
説
明
が
全
く
な
い
中
で
、
整
備
計

画
の
取
り
下
げ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。地
域
要
望
と
し
て
、

元
浜
と
防
集
団
地
を
繋
ぐ
重
要
な
避
難
道
を
勝
手
に
中
止

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
強
い
怒
り
を
禁
じ
え
な
い
。

答　

総
合
支
所
を
通
じ
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
深
く
反
省
し
て
い
る
。

問　

市
長
の
取
り
計
ら
い
で
事
業
再
開
の
見
通
し
が
立
っ
た

が
、
当
局
と
し
て
、
地
域
住
民
、
地
権
者
へ
、
ま
ず
は
謝

罪
し
て
改
め
て
協
力
を
お
願
い
し一連
の
経
過
説
明
を
す
べ

き
で
あ
る
。

答　

謝
罪
を
含
め
、
こ
の
度
の
件
に
つい
て
早
急
に
対
応
す
る
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

問　

今
年
３
月
か
ら
運
用
の
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
現
状
に
つ
い
て
。

答　

現
在
１
台
で
運
用
し
、
利
用
者
は
１
０
７
人
。
今
後
利

用
促
進
に
努
め
追
加
す
る
。
提
案
の
南
浜
祈
念
公
園
で
の

運
用
は
、
現
在
車
両
乗
り
入
れ
禁
止
だ
が
、
時
速
20
㎞
の

低
速
で
あ
る
事
か
ら
、
国
県
管
理
側
と
協
議
し
て
い
く
。

問　
タ
ク
シ
ー
値
上
げ
で
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
値

上
げ
提
案
が
あ
っ
た
。

答　

補
助
金
額
の
増
加
が
課
題
だ
が
、
可
能
な
限
り
費
用
を

抑
え
た
中
で
、
住
民
が
利
用
し
易
い
様
努
め
る
。

問　
釜
大
街
道
線
沿
線
の
住
民
か
ら
停
留
所
の
要
望
が
あ
る
。

答　

国
庫
補
助
と
な
る
広
域
路
線
。
今
後
事
業
者
や
関
係
機

関
と
停
留
所
等
可
能
性
に
つい
て
協
議
す
る
。

問　
公
共
交
通
の
少
な
い
地
域
で
は
、
高
校
に
な
る
と
父
兄

が
負
担
し
運
行
す
る
バ
ス
で
の
通
学
だ
が
、
負
担
大
き
く

通
学
支
援
の
要
望
が
あ
る
。

答　

地
区
を
限
定
し
た
支
援
策
は
公
平
性
を
欠
く
が
、
特
に

公
共
交
通
が
少
な
い
北
上
地
区
は
長
年
の
課
題
で
あ
り
、

既
存
の
住
民
バ
ス
の
時
間
帯
調
整
等
工
夫
し
、
通
学
手
段
と

し
て
活
用
可
能
と
な
り
、
令
和
４
年
４
月
の
利
用
目
指
す
。

問　
県
内
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
優

遇
策
を
実
施
し
て
い
る
。

答　

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確
保
、
バ
ス
の
運
賃
等
他
市

を
参
考
に
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

網
膜
色
素
変
性
症
の
方
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活
用
具
と
す
べ

き
と
提
案
。

答　

国
の
難
病
の一つ
、
進
行
性
の
病
気
で
日
常
生
活
の
制
限

あ
り
。
本
市
と
し
て
も
先
進
事
例
を
参
考
に
日
常
生
活
用

具
の
種
目
に
追
加
す
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
各
種
課
題

１　
市
行
財
政
運
営
の
対
策
に
つ
い
て

問　
今
年
９
月
末
時
点
の
人
口
減
少
数
は
、
対
前
年
比
較
で

２
０
６
８
人
と
急
増
。
詳
細
調
査
と
対
策
が
急
務
と
思
う

が
伺
う
。

答　

調
査
項
目
、
調
査
方
法
、
実
施
時
期
を
検
討
す
る
。

問　
人
口
減
少
の
市
財
政
へ
の
影
響
額
推
計
や
人
口
規
模
に
見

合
っ
た
公
共
施
設
数
の
削
減
先
行
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

１
人
減
で
国
か
ら
の
交
付
税
額
は
、
10
万
円
減
。
影
響

額
の
把
握
は
、
必
用
不
可
欠
。
公
共
施
設
数
の
削
減
は
、

慎
重
に
対
応
す
る
。

２　
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

問　
自
治
組
織
の
強
化
と
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

自
治
組
織
は
、
市
長
か
ら
庁
内
会
議
の
場
で
職
員
へ
協

力
要
請
中
。
移
動
手
段
は
、
総
合
交
通
戦
略
改
定
の
中
で

検
討
中
。
ま
た
、
雄
勝
で
実
証
実
験
中
。

３　
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
学
力
低
迷
対
策
に
つ
い
て

問　
﹁
明
確
な
数
値
目
標
を
掲
げ
た
学
習
向
上
プ
ラ
ン
﹂
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

答　

プ
ラ
ン
は
、
３
年
計
画
。
当
面
、
宮
城
県
平
均
以
上
を

目
標
。
策
定
体
制
は
、
教
育
者
関
係
者
と
保
護
者
等
含
め

検
討
す
る
。

問　
当
市
の
学
力
順
位
は
、
全
国
で
も
40
位
以
下
の
宮
城
県

の
平
均
以
下
。﹁
家
庭
、
学
校
、
地
域
﹂
の
対
応
の
弱
さ

が
課
題
。﹁
家
庭
教
育
の
充
実
﹂
や
﹁
困
難
を
抱
え
た
子

供
達
へ
の
支
援
﹂
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
は
、
家
庭
が
土
台
。
幼
・
保
・
小
の
連
携
や
学
校

と
保
護
者
、
地
域
の
連
携
を
深
め
、
学
校
で
、
解
決
困
難

な
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
福
祉
等
関
係

機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
る
。

星　　雅俊
議員

創生会

櫻田　誠子
議員

公明会

阿部　正敏
議員

創生会
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一般質問

過
疎
対
策
に
つ
い
て

問　
新
過
疎
法
は
、
持
続
的
発
展
支
援
法
と
し
て
、﹁
河
北・北
上・

雄
勝
・
牡
鹿
﹂
が
﹁
非
過
疎
地
域
﹂
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

特
別
措
置
を
活
用
し
て
、
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
過
疎
脱
却
と
な

る
具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
性
の
あ
る
産
業
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
・
美
味
し

い
食
材
等
、
魅
力
的
な
素
材
の
力
を
発
揮
さ
せ
、
移
住
促
進
事

業
や
担
い
手
育
成
総
合
支
援
事
業
等
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

石
巻
市
立
小
中
学
校
の
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
立
小
中
学
生
の
﹁
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
﹂
の

内
容
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

前
回
と
比
較
す
る
と
、
全
国
平
均
と
の
乖
離
は
小
さ
く
な
っ

て
お
り
、
あ
と
１
問
正
解
で
全
国
値
に
並
ぶ
。
今
後
も
教
員
指

導
力
向
上
研
修
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

２
学
期
制
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
ど
ち
ら
が
適
切
な
の
か
を
判

断
し
て
い
く
。

北
上
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
国
・
県
道
の
街
路
灯
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
か
ら
は
本
年
８
月
に
交
差
点
部
分
の
街
路
灯
設
置
の
事
務

手
続
き
を
行
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

問　
国
道
３
９
８
号
、
立
神
～
長
塩
谷
間
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
と
歩
道

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
に
、
早
期
事
業
化
に
向
け
て
、
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
大
沢
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
か
ら
は
、測
量
業
務
を
本
年
11
月
に
発
注
し
た
と
伺
って
い
る
。

問　
北
上
川
濁
流
対
策
協
議
会
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

河
川
事
務
所
を
交
え
た
会
議
の
場
を
設
け
協
議
す
る
。

問　
毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
点
数
調
査
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

調
査
済
み
９
万
３
７
４
５
点
。
未
調
査
約
１
万
点
。
合
計
10
万
点

余
り
と
試
算
。

問　
調
査
名
目
の
寄
附
金
１
千
万
円
の
使
途
状
況
を
伺
う
。

答　

６
名
（
学
芸
員
４
名
）
体
制
で
、
年
間
約
２
千
点
を
令
和
８
年

度
ま
で
調
査
予
定
。

問　
香
害
と
診
断
さ
れ
た
児
童
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答　

教
室
に
柔
軟
剤
等
の
香
り
が
充
満
。
頭
痛
等
に
悩
む
児
童
か
ら

相
談
を
受
け
、
昨
年
12
月
と
本
年
８
月
に
市
内
各
園
、
各
小
中
校
、

桜
坂
高
校
に
啓
発
文
書
を
配
布
。
今
後
、
園
長
校
長
会
議
や
各
園

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

問　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
は
１
６
１
３
年
に
造
ら
れ
た
の

も
１
９
９
３
年
に
復
元
さ
れ
た
の
も
石
巻
。
日
本
最
大
の
木
造
帆
船

で
日
本
唯一の
ガ
レ
オ
ン
船
。
日
本
の
木
造
船
技
術
の
極
み
。
石
巻

の
誇
り
で
は
。

答　
約
４
０
０
年
前
の
慶
長
遣
欧
使
節
団
の
太
平
洋
横
断
の
立
役
者
と
認
識
。

問　
教
育
施
設
と
し
て
の
成
果
を
伺
う
。

答　

令
和
元
年
度
来
場
者
数
３
万
１
１
８
８
人
（
小
人
６
９
９
０
人
）

来
場
校
数
10
校
（
小
３
高
５
他
２
）。

問　
学
校
の
招
致
に
も
っ
と
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　

市
で
は
、
そ
う
申
し
入
れ
て
き
た
が
、
県
の
施
設
。

問　

観
光
施
設
と
し
て
な
ら
、
人
気
ア
ニ
メ
﹁
ワ
ン
ピ
ー
ス
﹂
と
の

コ
ラ
ボ
は
い
か
が
か
。

答　

集
英
社
と
の
コ
ラ
ボ
は
敷
居
が
高
い
。

問　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は
焼
却
時
有
毒
ガ
ス
発
生
。市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
不
適
で
は
。

答　

廃
棄
は
法
に
則
り
、
環
境
に
配
慮
す
る
。

問　
実
物
大
の
木
造
船
は
教
育
効
果
大
で
は
。

答　

そ
う
思
う
。

問　
市
が
木
造
船
の
払
い
下
げ
を
願
え
な
い
か
。

答　

既
に
解
体
中
で
無
理
。

西條　正昭
議員

創生会

青木まりえ
議員

創生会

第４回定例会の様子
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第４回定例会において可決された決議の内容は、次のとおりです。
提出者：佐藤雄一 議員
賛成者：27議員（大森秀一議長、黒須光男議員を除く）

　黒須光男議員に対しては、過去４回昨年の12月議会、今年の２月、
３月議会、６月議会、９月議会と度重なる本会議中での不穏当及
び不規則発言を議長から注意をし、発言の取消しを願ったが、反
省の色は全く見られず、取消しに応じない態度であったことから、
議長の議事整理権のもと発言の取消しを定例会の会期ごとに行っ
てきた。
　再三の注意、特に前議会での問責決議により、反省を期待して
おりましたが、反省どころか、ますます暴走した言動が繰り返さ
れている。
　昨日の本会議も黒須光男議員の一般質問中、URから派遣として
職務に励んでいる職員を名指しし、あたかも疑惑があるかのよう
な発言をしている箇所や一般質問通告外の質問をしている箇所の
発言を議長において、発言の取消しを命じたが全く応じないばか
りか、開き直る始末であった。
　黒須光男議員は、今定例会12月議会で丸１年、５回目の不穏当
及び不規則発言の連続の取消しである。
　石巻市議会の最高権限者であり、議事を整理して円滑な議事運
営を行う議長の注意を聞かず、議会のルールを守らない黒須光男
議員をこのまま石巻市議会議員として活動することは許されない。
　さらには、黒須光男議員が庁舎内外で議会事務局職員はじめ、
市職員に対する高圧的な言動で当該職員に心身の苦痛を与えてい
る。
　そればかりでなく、常識を超えた執拗な一方的判断による言動
に行政側の事務対応は膨大なものとなっている。
　市議会は、議長を選び、議長を中心とした合議体であり、議長
には総括、統括する権限が付与されている。
　その議長の注意、勧告に従わない者は、議員たる責務を果たせ
るであろうか。ましてや、黒須光男議員への懲罰は黒須光男議員
を除く全議員の総意である。
　併せて、黒須光男議員が庁舎内外で議会事務局職員はじめ、市
職員に対する高圧的な言動で当該職員の心身の疲労や事務的なロ
スは看過できず、黒須光男議員以外の全議員27名の総意として強
く猛省を促すものである。
　よって、６番黒須光男議員に対し、速やかに議員を辞職するよ
う勧告するものである。
　以上、決議する。

起　立　採　決

議席
番号 氏 名 議会案

第４号

1 阿部　浩章 ○

2 佐藤　雄一 ○

3 髙橋　憲悦 ○

5 大森　秀一 −

6 黒須　光男 退席

7 楯石　光弘 ○

8 奥山　浩幸 ○

9 遠藤　宏昭 ○

10 木村　忠良 ○

11 千葉　正幸 ○

12 櫻田　誠子 ○

13 鈴木　良広 ○

14 青木　まりえ ○

15 星　　雅俊 ○

16 青山　久栄 ○

17 阿部　正敏 ○

18 齋藤　澄子 ○

19 阿部　久一 ○

20 丹野　　清 ○

21 安倍　太郎 ○

22 阿部　欽一郎 ○

23 森山　行輝 ○

24 渡辺　拓朗 ○

25 千葉　眞良 ○

26 山口　荘一郎 ○

27 髙橋　栄一 ○

28 西條　正昭 ○

29 後藤　兼位 ○

30 水澤　冨士江 ○

賛　成 27

反　対 0

※ ○：賛成　×：反対
※ 大森秀一議長は採決に加わりません。
※ 当事者の黒須光男議員は退席となり、
　 採決に加わりません。

議会案第４号  ６番黒須光男議員に対する
 議員辞職勧告決議の提出について

６番黒須光男議員に対する議員辞職勧告決議
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起　立　採　決

議席
番号 氏 名 第109号

議　案

1 阿部　浩章 ○

2 佐藤　雄一 ○

3 髙橋　憲悦 ○

5 大森　秀一 −

6 黒須　光男 ○

7 楯石　光弘 ○

8 奥山　浩幸 ○

9 遠藤　宏昭 ○

10 木村　忠良 ○

11 千葉　正幸 ○

12 櫻田　誠子 ○

13 鈴木　良広 ○

14 青木　まりえ ○

15 星　　雅俊 ○

16 青山　久栄 ○

17 阿部　正敏 ○

18 齋藤　澄子 ○

19 阿部　久一 ○

20 丹野　　清 ○

21 安倍　太郎 ○

22 阿部　欽一郎 ○

23 森山　行輝 ○

24 渡辺　拓朗 ○

25 千葉　眞良 ○

26 山口　荘一郎 ○

27 髙橋　栄一 ○

28 西條　正昭 ○

29 後藤　兼位 ○

30 水澤　冨士江 ○

賛　成 28

反　対 0

※　○：賛成　×：反対
※　大森秀一議長は採決に加わりません。

第109号議案　石巻市立病院倫
理委員会条例の一部を改正す
る条例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
給
与
の
改
定
及
び
職
員
の
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
整
理
に
要
す
る
経
費
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
経
済
的
支
援
と
し
て
、
18
歳
以
下
の

子
を
養
育
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
」
の
給
付
に
要
す
る
経
費
を
措
置
し
た
補

正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
で
可
決
し
た

議
案
と
審
議
結
果　
（
令
和
３
年
11
月
24
日
開
催
）

︵
原
案
可
決
︶

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

・��

令
和
３
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・��
令
和
３
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

予

算

︵
原
案
可
決
︶

︵
原
案
可
決
︶

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
令
和
３
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
石
巻
市
立
病
院
倫
理
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・��

石
巻
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・��

石
巻
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条

例

議
会
案

■令和４年度税制改正に関する提言について
　（提出者）一般社団法人　宮城県法人会連合会　　会長　菅原　裕典
　　　　　　公益社団法人　石巻法人会　　　　　　会長　松本　　賢
■  京ヶ森から雄勝峠間の尾根上に建設計画中の風力発電事業等に関する

陳情書
　（提出者）南三陸の山並みを考える会　　会員　佐藤　栄晃　外１名
　　　　　　南三陸ワシタカ研究会　　　　会長　三浦　孝夫
■  「安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民のいのちと健康を守る

ための意見書」採択を求める陳情書の提出について
　（提出者）宮城県医療労働組合連合会　　　執行委員長　中山　　修
■ウイグルの人権問題に対し国に調査を求める意見書採択のお願い
　（提出者）特定非営利活動法人日本ウイグル協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　于田　ケリム
※これらの陳情は、全議員へ参考回付しました。

第４回定例会に提出された陳情
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議会を傍聴してみませんか？

傍聴のしかた

傍聴するときのご注意

傍聴席では、次の事項を守ってください。

傍聴席 議場内モニ
ター

写真、映画等の撮影及び録音等の禁止

　本会議と委員会は、原則として市民の皆さんに広く公開しており、個人でも団体でも自由に傍聴すること
ができます。
　特に本会議は、市民の皆さんが選んだ議員全員によって構成され、皆さんの生活に直結した議案などを審
議し、議会の最終的意思を決める会議であり、議員の発言や市長の考え方などを直接見聞きすることができ
ますので、ぜひ傍聴にお越しください。
　本会議の一般席は44席、車いす使用者席の特別席は４席、委員会の一般席は10席で、先着順となりますが、
新型コロナウイルス感染症対策のため、感染予防を徹底し、受付での非接触型温度計による体温測定、手指
のアルコール消毒、マスク着用の要請を行っており、各傍聴席数を半分に制限しています。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの状況によっては、傍聴の自粛をお願いする場合があり
ますので、ご理解、ご協力をお願いします。
　※団体での傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局へご連絡ください。

（１）議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。
（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。
（３）はち巻、腕章の類をする等示威的行為をしないこと。
（４）帽子、コート、マフラーの類を着用しないこと。
　　　（病気その他の理由により、議長の許可を得た時は着用できます。）
（５）携帯電話機等の電源を切ること。
（６）飲食または喫煙をしないこと。
（７）みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないこと。
（８）上記に掲げるもののほか、議場の秩序を乱し、または議事の妨害となるような行為をしないこと。

　傍聴席では、写真、映画・ビデオ等を撮影し、または録音、パソコン操作、その他に類す
る行為をしてはいけません。

本会議は、当日の受付だけで傍聴できます。
ぜひ一度本会議場ならではの雰囲気の体験をしてみませんか。

議員の質問時間には制限があり、傍聴席から見えるモニターには、
発言残時間が表示され、議員は持ち時間を配分し、一般質問を行っ
ています。

受付場所 　本会議・委員会開催日の市役所６階にある議会事務局まで、お越しください。
　※開会時間は原則として、開会日は午後１時、２日目以降は午前10時です。

受付方法 　受付で議会傍聴受付表に「住所」・「氏名」を記入していただき、議会傍聴証を受け取っ
てから、傍聴席に入場してください。
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◆要望先
　内閣府、復興庁、総務省、外務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、
　経済産業省、国土交通省
◆出席者
　大森秀一 議長、遠藤宏昭 副議長、奥山浩幸 総務企画委員長、千葉正幸 総務企画副委員長、
　阿部久一 環境教育委員長、楯石光弘 環境教育副委員長、佐藤雄一 保健福祉委員長、
　鈴木良広 保健福祉副委員長、阿部浩章 産業建設委員長、櫻田誠子 産業建設副委員長

令和３年度　中央要望

◆要望項目
１　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の弾力的な運用について
２　テレビ共同受信施設に係る維持管理費等補助制度の創設について
３　地域コミュニティの再生に係る継続的な財政支援について
４　地域公共交通への支援の拡充について
５　復興特区法の課税の特例及び地方税の免除等に伴う減収補塡率の維持について
６　心のケア事業、被災者健康支援事業に係る財政支援について
７　乳幼児医療費助成制度の充実強化について
８　介護従事者の働く環境整備について
９　民生委員の処遇改善及び財政的支援について
10　災害援護資金貸付制度の見直しについて
11　東日本大震災復興基金（津波被災住宅再建支援分）の利用期限の延長について
12　被災中小企業施設・設備支援事業資金貸付制度等の返済猶予に対する柔軟な対応について
13　東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う水産物の風評被害対策について
14　米の需給対策及び令和３年産米価下落に伴う支援について
15　国土強靭化と地方創生を推進する道路整備予算の確保、石巻新庄道路の早期実現及び国道108号石巻
河南道路の整備推進について

16　避難機能を有する道路整備の財源確保について
17　GIGAスクール構想に基づき整備する機器の更新経費及び維持管理費に係る財政支援策等について

11月25日、26日に下記のとおり中央要望を行いました。

経済産業省への要望

総務省への要望

冨樫博之 復興副大臣への要望

藤原崇 財務大臣政務官への要望
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議会の動き
10月
４日　議会改革推進会議研修会

20日　埼玉県鴻巣市議会行政視察来石

11月
２日　  石巻市陸上競技場の整備を推進する議員

連盟役員会

８日　大阪府堺市議会行政視察来石

９日　 東日本大震災地域コミュニティ活性化特

別委員会意見交換会

11日　和歌山県議会行政視察来石

12日　ニュー石巻現地視察

17日　桜坂高等学校「市役所プロジェクト」

19日　議会運営委員会

24日　第２回臨時会（開会、議案審議等）

　　　議会運営委員会

　　　第１回災害対策会議

　　　 東日本大震災地域コミュニティ活性化特

別委員会

29日　議会運営委員会

12月
２日　本会議（開会、提案理由説明等）

　　　全員協議会

　　　総合防災対策特別委員会

　　　人口減少対策特別委員会

　　　議会改革推進会議

３日　本会議（条例案、予算案等審議）

７日　総務企画委員会、環境教育委員会

８日　保健福祉委員会、産業建設委員会

９日　議会運営委員会

13日　本会議（一般質問）

14日　本会議（一般質問）

15日　本会議（一般質問）

16日　本会議（一般質問）

17日　 本会議（一般質問、委員長報告、追加議

案審議、閉会）

　11月９日、特別委員会は、あゆみ野地区町内会と渡
波地区行政区・湊東町内会と「町内会運営における課
題について」など、意見交換会を実施しました。
　東日本大震災の被災者を中心に新市街地が形成され
た２地区では、自治会への加入促進や役員のなり手不
足、コミュニティ活動資金の不足などの多様な課題が
あり、解決するには市のサポートが必要との意見など
がありました。
　特別委員会は今回寄せられた意見を当局へ伝え、今
後も地域コミュニティ活性化の推進に取り組んでいき
ます。

　１月14日、全国市議会議長会が東日本大震災被災地
視察に石巻南浜津波復興祈念公園を訪れ、慰霊碑に献
花し、追悼しました。
　全国市議会議長会は、本市を含む815団体の全国各
市議会議長により構成される組織で、各市議会共通の
諸課題解決に向けて取り組んでいる団体です。
　みやぎ東日本大震災津波伝承館内では、大森秀一議
長、遠藤宏昭副議長と残された復興事業の推進の取り
組みなどについて、意見交換をしました。

議会トピックス

東日本大震災地域コミュニティ活性化
特別委員会意見交換会

全国市議会議長会による
東日本大震災被災地視察
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■第4回定例会ライブ中継の視聴回数　　2,858回　（令和3年12月2日～12月17日）
■YouTube録画中継の視聴回数　　3,821回　（令和3年10月～12月末）

ＤＡＴＡ 市総人口：138,686人【男：67,399人 / 女：71,287人 / 世帯数：61,933世帯（令和3年12月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

本会議・常任委員会を動画で配信しています。
視聴される際は、市議会ホームページの
『石巻市議会LIVE中継（生中継）』 をご覧ください。

（YouTubeを視聴する環境が必要となります。）

　また、本紙面から、各議員の顔写真の下にあるQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問を動画（録画映像）
で見ることができます。
（視聴にかかるデータ通信料金などの費用は、ご本人の負担となります。）

日 月 火 水 木 金 土
2/6 7 8 9 10 11 12

開会
施政方針演説

13：00
建国記念の日

13 14 15 16 17 18 19
本会議

施政方針質疑
10：00

20 21 22 23 24 25 26
本会議

施政方針質疑
10：00

本会議
条例案等審議

10：00
天皇誕生日

本会議
当初予算案審議

10：00

本会議
追加議案審議

10：00
27 28 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5

総務企画
10：00

環境教育
10：00

保健福祉
10：00

産業建設
10：00

3/6 3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12
本会議

一般質問
10：00

本会議
一般質問

10：00
東日本大震災

追悼式

3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19

本会議
一般質問

10：00

本会議
一般質問

10：00

本会議
一般質問

10：00
閉会

次回（令和4年2・3月）定例会議（予定）

議会の内容を知る

YouTube　石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧

　本会議の模様はインターネット（YouTube）で、
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

　公式な記録としては、市ホームページや図書
館、議会図書室で会議録をご覧になれます。

カレンダーの時間は、開会時間となっております。※時間・日程は変更となる場合があります。

本年の元旦は雪景色で始まり「富正月」となりました。謹んで新年のお祝いを申し上げます。
令和３年第４回定例会では、原油価格高騰に対応した生活困窮世帯や園芸農家・漁業者らの支援策、

新型コロナウイルス対策費など、約40億円の補正額となりました。米価下落に伴う生産者支援策も含
まれており、市民にとって喫緊の課題にスピード感をもって対応させて頂きました。

また、今定例会では平成17年に新市誕生以来初となる、「議員辞職勧告」が全議員の連名で提出され、決議されるという議会
として不名誉なことが発生しました。誠に遺憾であります。市民に選ばれた議員であるからこそ、高い倫理観をもって自らの
発言や行動を自制しなければならない。それが議会としての品位であり、それを逸脱する行為は許されることではない。

市議会では、今後も市民の負託に応えるべく襟を正し、開かれた議会を推進し、ポスト復興、アフターコロナに向けたまち
づくりに取り組んでまいります。 広報広聴委員会 委員 奥山 浩幸

編 集 後 記


